
P-tert.-ブチルフェノールを有するベンジヂン系直接染料に就いて

遠藤恒久*・池内鼎**

Tsunehisa ENDO, Kanae IKEUCHI : Studies on the Benzidine Direct Dyestuffs containing P-tert.-Butylphenol

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（195（1年m月1H～葉ξ埋）

　　　　　　　　　緒　　　　　言　　　　　　　　　　　　端に疎ノ州どliの大きい基をへれ仙のシ隙こ凱ルツ．1．ソ埴叉は
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従つてビ＝…ンは原料のポリビ…，レア、、。”り、砒1ノ　継れ硫・鰍測…を考へP・一・tert・・一　’・”・・P’・ル・・ノ…

大部疎水性であり，この疎水性はホルー：・　一一一ル化の程鷹の　　　ルを一方のカッゾリング成分として他力に正1酸・J酸，

大なる鰍となるわけであ為．ホルーv　一一一nyル化殿繊鞭，　サルチノ1儂勧・プリソグしノ・ペソジヂン勘聯陸脅

搬を判定す響灘して用し・られ礁酬三㈲幾1匡1…の　齢そのビ勘咽・燈躁触酬べた・

関融下表の如くである1撚肺販されてい御淵γ　　　　　鍵　　験
は種妨機纐勺性質と染色白姻救と・荊方から畷刃ミに
駒一応ホルマール化度は・・一・・。ル％で踊．　1’陣術プチルフ・ノー’・飴成

　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿　　te「t・一フチルアル＝一・レよりtert，　一・．ヅチル伽ラ・イ

　　　　　　　　　　　一一一　　一一一一　　一・一一一”4　　2・合成した染料は下巌の如く11種である
鞭ビニ唄漁羅／麟　1・の値は・セ・一・の　N・．・。一ヂ・・シ・。・1．・，（1／1・・。、レ）翻駿轍

轡’と近似して屠つてtf＝　T＝　Vの染色ll盤はアセ・一・・　（1鳳・t．7）1、6ccと7ic　1，、L，。，1勤1鼎肌，。・℃を嚢

’cれと類似して q’るが1一方嚇す・・k酸嚇6°一・5％　酬茉にし御C以下・・保ち撒・1・・，cを添加、、，轍

である点から考燃燗辮干による染色もあ・澱期　・覗、，を・ccの氷水蝸辮。たも。を一慰臓

待さ襯る・ @　．　　　　　てテ・ラゾ化す・．1囎・腔勲，．．惣と，］s　3。cc

が灘畿羅灘写獺羅灘欝糖慰ち裁談騰
数多く試験して繍として雛と染料の化学構造・の関　要・て・。プ・腕。め後“撫．ダ轍抽えてア

墾鞄鯉塑難聾逆・墜一塑　〔・、・．ヂ・．シジ。・．，9をN。．、綱様、。テ，。ゾ

＊倒欣学繍蝉部樹靴艶舅蝉研魅　　　化し・後炭酸ソーダ1容液勧riえてアルカリ1幽司一る。　P一

斡帰臥融式鮒　　　　　　　t・…ヴチ・レ7。・一・レユ・龍・一ダ・．・，鰍水、。
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縛　　　　燈　　　　式 1

No・1　　　　　　　　　　　　　　　　　GH麟駐　　　3

　0Clls　NI｛za　OH　　　　　　　　　　OCH3誌　　　　2

6論紺，。、N、　灘1
　　　　　　　0H　　　　　　　　　　　スルフォソ呈螢　　2

蹴調（、Ha）a　辮鞭霧

No。2　　　　　　　　　　　　　　　　　　CH麟墾　　　3

　0C正漏　　OH　NH2　　　　　　　　　（，CH3螢　　　　2

d電幕：bjコ㌫叢○　　灘l　l

　　　　　　　OH　　　　　　スルフオソ藁　2

馬計9（。H、｝），、　奪擁鞭再

No，3　　　　　　　　　　　　　　　　　CH3蟄　　　3

　　　　　　　0H　NH、，　　　　　　　　OCHご監議撃　　＿
　　　　　　　　　　　ヨ
o論藷：6ま鐡叢ON・・濫1；l　l

　　　　　　　OH　　　　　スルフーa・ソ藩2
〈：〉’”N－@N“p　　　　贔麓磁讃ヨ
　　　　　　　（∫（CH鵠）：1　　　　　　　　　　　　5｝　　『F」　：懸ヒ　　8り3

No．4　　　　　　　　　　C｝13望1筆　　5
　CN3　　0H　NH2　　　Cl　　　　OCH：皇；慕　　　＿

P詣幕：6」：㌫叢くな　糠　l

No．5　　　　　　　　　　　　　　　　　CH3基　　　　5

　CHa　　　NH2　SOtlNa　　　　　　　　　　　OCHars－　　　一一

〈　1＞一一N＝＝N－bう　　　　濫嚢　1

　　　　　　　0H　　　　　　　　　　　　　　　　　スノレフオ・ン慧逡　　　1，

踏：論）n　　辮攣衛

No．6　　　　　　　　　　　　　　　　　CH3基　　　　3

　　　　　　　甲・　　　　OCH灘　＿
o－N＝N－Oり　　｝NHI墓1
　　　　　　　So、N・　　　iO正堪　1

（｝酔ｹ　　1蕪徽蕊
　　　　　　C（CH3）a　　　　l分子蚤599

No．7　　　　　　　　　　　　　　　　　CH憂1塾　　　　5

　CHn　　　OH　　　　　　　　　　　OCH趨；　　＿

d裁鵡：d諏。，　　　暮謙　1
　　　　　　　0H　　　　　　スルフーtソ黎　1

踏醜瑞）n　　夢難1濤

No，8　　　　　　　　　　　　　　　　　CH書1藁　　　　5

　CH纏　　　OH　　　　　　　　　　　　OCHII纂　　　一

d蓋礁：d諏。捧ON。、慕謙　1
　　　　　　　0H　　　　　　　　　　スル7・a一ソ蕪　　1

c瀦r論），1　　辮騨噸

No．9　　　　　　　　　 C正13黎　　6

　CI’ln　　OH　　　　CH鵠　　　QCH3黎　　一

d論蓉6ユN。N」）　　葛罐　i
　　　　　　　OH　　磁　　スルフオソ髄1

⊂濃r認㌔1，1　　纒騨需

No．：l　o　　　　　　　　　　　　　　　　　CHa黎　　　　5

墨。諸黛　　tQ綴：
　　　　　　　OH

QミN＝N℃
　　CH，｝　c（　　「CH：1）、1

N・，　1・・　　　　　　i

　CHa　　O｝1　COONa

6．N＿N－b
　　　　　　　　　＼
　　　　　　　OH　SO纏Na

黛N嵩R襯O
　　CH・c（6H、D，

　　OH譲　　　2
スルフオソ基叢　一一一

カルボキシル逸i　’1

無機性／有機1生0・8

分　子蟄　544

　　CH3基　　　5

　0CHa基　　一
　　NH曝　　一
　　〇H蕩　　　2
　スノレフォソ基1．一．一一一

　カルボキシル誌1
無機性／有機性1．‘）

陽子趨・・7
l
l
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ccに溶解し，之に上記のテ1・ラゾ溶液を加えてカッヅ　　解せしめ5℃以下に冷却し，之に上紀のヲ’トジゾ化溶

リソグせしめ後ωの溶液勧1え一ぐ完熱劫ヅ勾ング　液勧陳て加プリソグせしめ，後炭酸ソ…ダギ醸でア

せしめ塩析・吸引濾過・軟燥するtS収銀：6・2g　　　　　　　ルカリ性にし，之にP－・tert，一一ヅチルフ　，”ノー・一ル1師1了性

N°・3ペソジヂソ1・39（』／150モル）膿・臨酸1・6cc　ソー一・Pt　O．1｝腔分｛｝ccの氷水に溶解せしめて畝しカ，

水14cc勧IIえ加熱溶解し・激5°C以下に保硬に濃　プリ〃せしめ，塩析，濾1馴螺する。」騰匹．賑

牒1・6ccを漁1し酬醗一ダ1・を氷水5cc囎解　N。，・。一トリジ。塩贈・．・、（1脚。、レ）哲ト

したものを一脚こ畝してテトラゾ化し後炭酸四ダ　・ゾ化瓢之峨酸，．ダ1犠勧11えて。ル川躯
瀦を臓てア・レカリ性にする・II断麩2・5・殿・一・・t“

ｷる．，．・，，・，一ブチルフm、一、レ、，繊，ダ・．1、　gr

29をフtc　3°ccを臓て加繍腱しめ冷ゴ　1し「｝°C以下　琳3・、cな厭て溶腕1，めr）・C肺。f脇＿【，、榊

に保ちこれ吐記のテトラゾ働貿蛇搬入して加ヅリ　升，ゾ瀞漁治1三厨る．加カソ端了後。溜。」

”せし畷更にP陶te「t・一ブチ・レフ・一ノー’Aル19鰍・　醐諏躍1、朕陶ダ、腔氷水3・cc囎解し畑

｛ダα3腔氷水3°cc麟肌たもの艦入してカ・プ　の雄入ば加プリガ肌め挽襯髄轍する．
リングせし畷8°°cで1燗鱗歌し・で灘を臓　」騨．79

諜騒㍊薫繍塾ll跳麟N…．J脚／…團囎齢烈・勧

N°・‘（1｝　2・　5・一一一：vt　？1　p　paア＝Vソ2・89（1・／6°・・レ）を　ダで。、レカリ性、。する．灘。．トリ，・。轍蜘，・，

常灘よりヂアゾ伽・H酸2・5・・欄・麟・一ダ2　（・／15・モル）をテト，ゾ化し撒，一ダ轍で・，・カリ

9を水3 P2c噸鱗臓しめ牌し5°C以下に隔・　性、・して，。れに。轍・，．ブチル。。、．一一　、、、、勧ッ

こ纏上記解ア麟灘諮してカ・プリソ撞しめ　ヅリ。グせしめ，次師1∫綱搬搬入して加プ，。

後8°°Cで塒間繍し・牌鰍酸・一聡灘臓　グ乱める．捌抗濾鵜轍する．囎，．7、，
てアルカリ性にするo
飼・一トリヂ・麟塩・．・9（1／・5・。ル）を水・・ccを　NQ・9丁脚8‘‘をヂァゾ化し・之V：　°，7g　as　p－b

臓て力麟腕しめ冷却せしめ。…以下に保つ，こ　ルイジソ撚酸に擦肌たもの雄入し加ヅリソ／”“E！「

れに臨酸・、7c硬に騨酸，．ダ、9を・ccの氷水、。　しめ，麟ソーダ溶液繍えてアルカ隙こする・’Vji」vn

溶かし規のを一度吻えてテトラゾ化する識熈，　°mトリジソ職堀・9醜テトラゾ化し・アルカリ性

一踏液を臓て・ルカリ性セ・し，，．・。，・、．ブチルフx　：g．e“．gのP…tert・　一ブヂルフ・ノーノレをカガ”グした

錨鷹1；灘耀鷺魁㌻；膿欝叢瓢翻”を行う瀟
プリソグ溶液を瀧入して完全にカ・Ptブリソグせしめ塩析，　　　No・10　0一トリジソ塩酸塩1・99（1／150モル）をテ

濾過，乾燥する。収蚤5g　　　　　　　　　　　　　　トラゾ化し，傑酸ソーダ溶液でアルカリ性にする。次に

　No．5　0一トリジン塩酸塩1．99（1／1，50モル）をテト　　　P’－tert・　・一ブチルフェノール19をカヅプリソグせしめ・

ラゾ化しペリ酸0．39，酢酸ソーダ49を，k　30ccに1辮　次にサ・レチル酸19灘kソーダ0・39鰍水30・cセ購

し，更に酢酸を加えて酬生にする。冷却し5。C以下に保　　　解した液を注入してカップリソグせしめて塩祈，濾過・

ち上記のテトラゾ液を注入しカップリソグせしめ終つた　　乾燥する。

後炭酸ソーダ溶液を加えてアルカリ性にして，これに　　　　No．11　0一トリジソ塩酸塩1・9g（1／150モル）をテ

P－tert・　一ブチルフェノール1g苛性ソーダ0．3gを氷水　　　トヲゾ化した後アルカリ性にするa之にスルフォサルチ

30ccに溶解した液を注入してカップリソグせしめ，塩析，　　ル酸1。59と結晶炭酸ソーダ29を氷水40ccに溶解した

濾過，乾燥する。収量4g，　　　　　　　　　　　　　ものを注入してカップリソグせしめ，更に之にP－tert，－

　N。・6ペソジヂン1・39（1／150モル）をテトラゾ化し　　ブチルフェノール19をカッブリソグせしめ，塩析，濾

ナフチオソ酸1・鞭と結晶酢酸ソーダ1g、を水30ccに溶　　　過，韓燥する。収鼠3g，
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　3・　ビニロンの精練9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．6　　朱　　馳　　黄褐色

　　マルセル葡39／1浴比・，4・　　　　　N°・7赤紫脇儲粕　　∫

鰻鶏難撫鰐　　　鵠獲灘雛色
　　上詑の条件でビmロソの紹糸を精練し後水洗して乾燥　　　　　　No・10　黄褐色　　黄　色

　する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No・11　黄　　色　　淡黄色

　4・木綿の精練且゜）　　　　　　　　　　b）溶解性・罫粥N・．5，N・．10，　N・．　U　etn・Xに対

　　木綿の電量に対しソーダ灰3％セ溶解した熱液（浴比　　　する溶解憐が悪く均一色とするには助剤を用いる必要が

　1：20）の中に綿糸を入れて9｛｝分1薫沸した後・取り出し　　　ある。　　　　　　　　　　　　　　．，

て・tCSkする・　　　　　　　　　　・）染色性：　if・・　Ptソ1礫鰍破いものはN。．5，
　5・　染　　色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．6，No．4，No，7，No，10木綿に紘火体良餅な染色11生

　　（a）ビAptンの染色11）12）　　　　　　を創一がN・．　r）　，N・．：10，N・．11，は比、鮫的縮しない。

　　｛・瑠糸19（アセタールイ臓517・5％）・染料澱　N・．7，N・．8，N。．9，はスルフ。ソジ勘ミこ2Zらの染料の

度5％浴比1’3°・鵬U芒硝5°％・搬8°°c・欄　蜘融・嫡に膿するか観耽め1・…一癌の
1°°分の条件で絶衡購拠’で5°°Cの欄”碗分　親，k・【生繍1焔酬・アaVソ，P…トルイジソ轍第に

　洗つて乾燥する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　疎水性の大きな成分を入れて染蒲性を調べてみたが，燦

　　（b）木綿の染鯉　　　　　　　　幽勺漁囲では騰の韻騨られなカ、つた．強い熔
　　・木柵糸19・染料澱3％諮比1：3°・工欄破　ttcばP．トル．イジン鱒乱嫌料瞭蒲性が却つて悪

佛％温度95°C一醐6°分の鮒で染鰍水溌し乾　くなつてし、る。

燥する・　　　　　　　　　d）洗羅鞭，全般的曙つ鱗鰹・陵眼fff、L
　6・洗濯堅牽度試験14）　　　　　　　　　　　　　　　　は欝えない，2～3級に相当するものと考えられる。し

　　染色したビ罪ソ゜・259蠣白した木S’li’S°・259撚　かしこのt－FlでもN。．5，N。．7は比較的良い。

に磁液＠セル葡59／1・結・嵌酸ソ…ダ1］9／りに　，）目鰹牢度，N。．、　N。．2　N。．3　N。．4

　浸し（浴比1：50）400Cで10分おきに静かに撮絆して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．5　No．9は悪い。　No。6　NQ．7　No．8　No，　10

3°胴燗した後取り肌水｝Sliして欄の縮搬醐　N。．・・1渡色しない

べた・　　　　　　　　　　f）染料の漫透性藻鯨の切陥iのtee子襯察する
　7・日光堅鞭試験　　　　　　　　　と
　　アクメの襯色試験器にて7時間かけた時の槻色の程度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）染料No・1～No・4（スルフオソ基2ケ，分子鍛

を鰹した・　　　　　　　　7・・以上）は。ポ。ヂ質と蘭の嫌色されていて，ス

㌧望誌灘鞭懲驚。たパラηソ棚脇・染継れず騨いつて耀であ・・

簾海，謙豪熱禦・せた衝横に・・欝課凝チ嫁欝綴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　染料No．8，No．9（スルフ才ン越1ケ，分子盤

　　　　　　　　　試験結果　　　　　746と760）はその無機性／有機性の価が0．9にもかかわ

　の色　　　　　ビPt　ptソ　　木綿　　　　　　　　　　らずスキソ質を均・一一Aに染色することが掲来ない。

　　　　N・．1藤色茄刊・IS　　　　4）染料N。・10・N・・1U繭めて浸遜1生よく均一｝こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染邑している。かく分類してみるとスルフォソ纂が1箇
　　　　N°・2灰紫色膏　　　　か蝋。ルフ編辱の代りにカルボキシ磁鮪撫機
　　　　NQ・3鉄色灰緑色　　　性／有機1生の価が1以下であつて，然も分子最600前後

　　　　No・4　膏緑色　　背緑色　　　　　　　　の染料が染着性も良く維繊の中への浸遊性も良好である

　　　　No．5　　海老茶色　　淡褐色　　　　　　　　　　と雷える。
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結　　　　論　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献

　P－－tert・一ブチルフェノールをカップリソグ成分とする　　　（1）小田　良平：染料化学，185（1954）

ベソジヂソ系の直接染料はビニロンに対して良妊な染齎　　（2）　一・　：圃上　　1B6（1954）

聯す・・と・・：］…ko・か凶フ・ソ基・・ケ以驕桀：講鯉隣鑓、，（1，、，）

上鮪するカ・プリソ戯分の導入は染料の水灘犠・，r，、献卑蓉鋤「ビ＝　paソ嚥働側36（・励

洗濯堅牢度を落すのみか・いたずらに分子蚤のみを大に　　　（6）刺比奈暴ラ・蓼：けrl訳OrganiC　Syntheris」149

して染料の繊維中への浸透性を悪くする。　　　　　　　　　（7）P，H．　GRo“quRt：Uni七processes　ill　organic　Synthe一

　従つてこの種の染料ではスルォン基1笛か或1象カルボ　　　　　　　　　sis，7a1～795

キシ磁のみ鮪するカ，プリ〃齢を翻する。と　（8）F・8・－IN・H・・db・・h　de「°「gani＄chen　Chemie

然しカルボキシ・曝の灘瞭難1の水V＝対する溶解度　㈹甑矛1雌・「脅齢欝の絶加二描（11融

を減ずるために均一・な染色が困難となり，その点で大い

に考慮を払う必要があると考える。


